
13
日
（
金
）
秋
山
文
和
県
会
議

員
と
市
議
団
６
名
は
、
越
谷
県
土

整
備
事
務
所
と
春
日
部
警
察
署
を

訪
れ
、
県
道
整
備
や
信
号
機
の
設

置
な
ど
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

越
谷
県
土
整
備
事
務
所
で
は
、

所
長
と
副
所
長
（
道
路
施
設
部
長
）

他
４
名
が
、
要
望
箇
所
ご
と
に
具

体
的
な
対
応
状
況
に
つ
い
て
回
答

し
ま
し
た
。
（
要
望
は
内
容
は
下
記
）

春
日
部
駅
の
「
鉄
道
高
架
事
業
」

に
つ
い
て
、
６
月
下
旬
の
市
民
説

明
会
で
「
事
業
認
可
か
ら
最
短
12

年
で
完
成
」
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
事
業
予
定
は
、
都
市
計

画
決
定
（
今
年
度
）
、
国
の
事
業

認
可
、
用
地
測
量
、
用
地
買
収
、

工
事
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
何
年
か
か
る
の
か
に
つ
い
て
は

曖
昧
な
回
答
で
し
た
。
市
民
に
き

ち
ん
と
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
「
最
短
12
年
で
完
成
」
の
根

拠
を
後
日
、
党
市
議
団
に
報
告
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
東
西
自
由
通
路
建
設
は
、

「
市
の
事
業
」
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

春
日
部
警
察
署
で
は
交
通
課
長

が
、
要
望
場
所
（
信
号
機
の
設
置

等
16
カ
所
、
横
断
歩
道
等
２
カ
所
、

交
通
規
制
３
カ
所
）
を
全
て
地
図

で
確
認
し
、
「
今
後
現
地
を
調
査

し
て
対
応
す
る
」
と
回
答
し
ま
し

た
。要

望
内
容
は
、
党
市
議
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

秋
山
文
和
県
議
と
市
議
団

県
道
整
備
や

信
号
機
設
置
を

要
望
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春
日
部
駅
の
「
高
架
化
」

最
短
12
年
で
完
成
？

①
春
日
部
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
の
早
期
完
成
、
完
成
ま
で
の
東
西

自
由
通
路
の
建
設

②
春
日
部
・
松
伏
線
の
藤
の
牛
島
駅
か
ら
赤
沼
地
域
ま
で
の
歩
道
整
備
と

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置

③
春
日
部
・
松
伏
線
の
八
幡
橋
歩
道
橋
（
上
流
側
）
の
増
設
と
、
八
幡
橋

か
ら
一
宮
交
差
点
ま
で
の
歩
道
の
整
備

④
野
田
・
岩
槻
線
の
古
利
根
橋
付
近
の
歩
道
整
備
、
安
全
対
策

⑤
さ
い
た
ま
・
春
日
部
線
の
豊
春
小
学
校
付
近
の
歩
道
整
備
と
交
通
標
識

⑥
さ
い
た
ま
・
春
日
部
線
の
東
武
伊
勢
崎
線
か
ら
国
道
16
号
ま
で
の
道
路

と
歩
道
の
整
備

⑦
さ
い
た
ま
・
春
日
部
線
（
公
園
橋
通
り
）
の
生
鮮
市
場
ト
ッ
プ
か
ら
国

道
16
号
ま
で
の
冠
水
対
策

⑧
西
金
野
井
・
春
日
部
線
の
牛
島
交
差
点
か
ら
16
号
国
道
ま
で
の
道
路
の

拡
幅
、
歩
道
の
整
備
、
新
川
橋
の
架
け
替
え

⑨
埼
葛
広
域
農
道
と
西
宝
珠
花
・
春
日
部
線
の
交
差
点
付
近
の
歩
道
整
備

⑩
松
伏
・
春
日
部
・
関
宿
線
の
辻
橋
以
南
か
ら
三
角
橋
ま
で
の
道
路
改
良

⑪
大
場
・
大
枝
線
の
早
期
完
成
と
進
捗
状
況

越谷県土整備事務所長に要望書を手渡す
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２
日
（
月
）
、
党
市
議
団
は

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い

て
政
策
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
（
34
名
参
加
）

鳫
咲
子
跡
見
学
園
女
子
大
学

が
ん

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
教
授
が

「
子
ど
も
に
食
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
学
校
給
食
費

の
無
料
化
」
と
題
し
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
講
演
要
旨
は
次

の
通
り
で
す
。

２
０
１
５
年
、
埼
玉
県
北
本

市
の
公
立
中
学
校
が
給
食
費
を

3
カ
月
以
上
滞
納
す
る
家
庭
の

生
徒
に
対
し
給
食
の
提
供
を
中

止
す
る
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

（
朝
日
新
聞
７
月
４
日
）

滞
納
を
続
け
る
家
庭
は
、
子

ど
も
が
育
つ
環
境
と
し
て
何
ら

か
の
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
学

校
や
行
政
は
懲
罰
的
な
対
応
で

は
な
く
、
滞
納
を
「
福
祉
に
よ

る
支
援
が
必
要
な
シ
グ
ナ
ル
」

と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

給
食
費
を
滞
納
す
る
保
護
者

の
子
ど
も
だ
か
ら
、
家
族
責
任

で
子
ど
も
が
不
利
益
を
被
る
の

は
仕
方
が
な
い
と
い
っ
た
意
見

が
あ
ま
り
に
強
調
さ
れ
す
ぎ
て

い
ま
す
。

実
際
に
滞
納
問
題
が
生
じ
る

と
い
う
こ
と
は
、
生
活
保
護
や

就
学
援
助
と
い
っ
た
制
度
が
上

手
く
機
能
し
て
い
な
い
面
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

保
護
者
が
生
活
保
護
や
就
学

援
助
制
度
の
申
請
方
法
を
知
ら

ず
に
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
世
帯

が
漏
れ
て
い
た
り
、
外
聞
を
気

に
し
て
申
請
を
し
な
い
家
庭
も

多
く
あ
り
ま
す
。

「
食
」
は
子
ど
も
の
生
活
に

と
っ
て
コ
ア
（
中
核
）
な
部
分

で
す
。

滞
納
と
い
う
経
済
的

な
問
題
を
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
療

育
放
棄
）
や
保
護
者
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
（
精
神
衛
生
）
の
問

題
の
シ
グ
ナ
ル
と
捉
え
、
福
祉

に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
だ
と
い

う
方
向
性
が
必
要
で
す
。

最
近
に
な
っ
て
全
て
の
子
ど

も
に
対
し
給
食
の
無
償
化
や
一

部
補
助
を
導
入
す
る
自
治
体
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
全

国
で
約
２
割
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

誰
か
を
特
別
に
支
援
す
る
の

が
難
し
い
小
さ
な
町
や
村
を
中

心
に
、
子
育
て
支
援
の
枠
組
み

で
、
給
食
費
や
保
育
料
の
無
償

化
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
義
務
教
育
は
無
償

と
憲
法
で
う
た
わ
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
給
食
を
全
て
の
児
童
に

無
償
で
提
供
す
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
。

貧
困
状
態
に
あ
る
子
ど
も
た

ち
へ
の
政
策
と
し
て
、
国
や
自

治
体
は
子
ど
も
の
生
活
・
就
学

状
況
を
調
査
し
、
シ
ビ
ル
・
ミ

ニ
マ
ム
（
最
小
限
度
の
生
活
基

準
）
を
確
保
す
る
た
め
の
支
援

を
行
う
べ
き
で
す
。
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休
日
の
当
番
医

子
ど
も
に
最
小
限
度
の

生
活
基
準
の
確
保
を

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

党
市
議
団
が
政
策
学
習
会
開
催

懲
罰
的
対
応
で
は
な
く

福
祉
に
よ
る
支
援
を

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

7/22(日) (内科系)渡辺内科：米島1195-10 ℡746-3219

(小児科系)神田医院：上蛭田127-1 ℡754-0854 (外科系)梅原病院：小渕455-1 ℡752-2152

7/29(日) (内科系)成松医院：上蛭田64-1 ℡763-5211 (小児科系)一ノ割クリニック：備後東1-2

8-22 ℡731-1771 (外科系)みやざわ耳鼻咽喉科：中央1-52-8 ℡745-8733

「
食
」
は
子
ど
も
の

生
活
に
コ
ア
な
部
分

講演する鳫咲子教授（第1委員会室）


